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1 ．はじめに

　平成24年度より導入された図書館司書課程
の新カリキュラムは、「新しい図書館に対す
る展望を持ち、現状を積極的に改革できる人
材」1）の養成に力を入れている。図書館の館
種の中でも公共図書館は特に地域に根差した
図書館サービスを担っており、これからの図
書館においては、地域の歴史・文化情報資源
を活かしたサービスや、地域が直面している
課題を解決するための情報サービスの充実が
一層求められる。そのような図書館現場で求
められる人材とは、当該地域に関する正確な
知識を持ち、当該地域が掲げる行政課題に即
した情報サービスを積極的に設計できる図書
館員と言えるであろう。
　大学の図書館司書課程科目は実務を学ぶた
めの概論や演習で構成されている性質上、受
講生の学習形態は知識習得型かつ受動的にな
りがちである。上述の「新しい図書館に対す
る展望を持ち、現状を積極的に改革できる人
材」を輩出するには、受講生 1人 1人がこれ
からの図書館の役割やサービスについて能動
的に思考する学習形態を作り出すことが重要
であると考える。
　そこで、京都女子大学図書館司書課程では、
図書館実習を希望する受講生を多数含む図書
館総合演習（選択科目）をアクティブ・ラー
ニングの手法で授業設計し、大学が所属する
最も身近な地域である京都市東山区の歴史・
文化や地域課題を受講生が自発的に学びなが

ら図書館の地域サービスを考える、東山「図
書館と地域」プロジェクトの実践を試みた2）。
本稿では、アクティブ・ラーニングの手法を
組み込んだ図書館司書課程の授業設計につい
て詳述し、その特徴と教育効果について考察
する。

2 ．େ学教育とΞΫςΟϒɾϥʔχϯά

2． 1．教育ํ๏のվળ

　平成24年 3 月、文部科学省・中央教育審議
会大学分科会大学教育部会は「予測困難な時
代において生涯学び続け、主体的に考える力
を育成する大学へ（審議まとめ）」を公表し
た。報告書のタイトルが目指すような人材を
育てるには「大学教育の質的な転換」が必要
であるとし、今後求められる教育のあり方の
中にアクティブ・ラーニングがはっきりと明
示されている。

求められる質の高い学士課程教育とは、
教員と学生とが意思疎通を図りつつ、学
生同士が切磋琢磨し、相互に刺激を与え
ながら知的に成長する課題解決型の能動
的学修（アクティブ・ラーニング）に
よって、学生の思考力や表現力を引き出
し、その知性を鍛える双方向の講義、演
習、実験、実習や実技等の授業を中心と
した教育である3）。

　大学教育の新しい教育方法として登場した
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アクティブ・ラーニングは現在、高等学校教
育と初等中等教育の分野においても重要な教
育方針の柱となりつつある。具体的には、平
成26年11月に文部科学大臣が中央教育審議会
に対して発した「初等中等教育における教育
課程の基準等の在り方について（諮問）」の
中で「アクティブ・ラーニング」が用いられ
たのが契機である。これを受けて平成28年 8
月に発表された「次期学習指導要領等に向け
たこれまでの審議のまとめ」では、基本的な
方向性の 1つとして「主体的・対話的で深い
学び」の実現（「アクティブ・ラーニング」
の視点）がはっきり示されている4）。小学校
は平成32年度、中学校は平成33年度からアク
ティブ・ラーニングを含めた新学習指導要領
の完全実施が始まることとなる。
　高等学校教育に関しては、平成26年12月に
中央教育審議会より公表された「新しい時代
にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学
校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的
改革について」の答申の中でアクティブ・
ラーニングについての言及がなされた。平成
28年 3 月に発表された「高大接続システム改
革会議　最終報告」にも、アクティブ・ラー
ニングによる授業改善の重要性が明確に述べ
られている。

資質・能力を総合的に育むためには、学
びの質や深まりが重要であり、課題の発
見・解決に向けて生徒が主体的・協働的
に学ぶ、いわゆるアクティブ・ラーニン
グの視点からの授業改善を図ることが必
要である5）。

2 ． 2 ．େ学教育におけるΞΫςΟϒɾϥʔ

χϯάのఆ義

　アメリカの高等教育界で1980年代から盛ん
に用いられ、1990年代に入って定義・概念が
確立したアクティブ・ラーニング（Active　
Learning）6）が、20年近くを経て日本の教育
界に持ち込まれ、教育改革の中核をなす学習
理論として広がりを見せているのは確かであ
る。改めて、日本の大学教育におけるアク
ティブ・ラーニングの定義を整理しておく。
　文科省の定義によると、教員から学生に一
方的に知識が伝達される座学中心の教育方法
である「受動的学修」に対し、学生による主
体的な学びを引き出す教育方法を「能動的学
修（アクティブ・ラーニング）」と呼ぶ。両
者は切り離して行われるべきではなく、座学
で得た知識をもとに、積極的に知識を活用し
ていく学習環境を生み出そうとするのがアク
ティブ・ラーニングである。代表的な手法と
して、グループ・ディスカッションやディ
ベート、グループワークを挙げている7）。
　アクティブ・ラーニング（AL）を取り入
れた教育改善により大きく変化するのは、従
来の大学教育に多く見られた講義中心型の授
業が「講義＋AL型」8）の授業へと設計し直さ
れることであろう。例えば、京都女子大学に
おいても平成29年度より全ての科目において
授業形態の中にALの要素を取り入れること
がシラバス作成の段階から求められている。
具体的には、以下の 8つの「京女AL（アク
ティブ・ラーニング）区分」を設け、全授業
回数の半数以上でALを実施する授業設計を
行う仕組みである9）。

①振り返り（ミニテスト・レポート等）
②対話型授業（質疑応答時間の確保、クリッ
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カー等を使用した授業）
③授業時間外学習（課題シート・e-ラーニン
グ等）
④グループ学習　協調学習／協同学習（PBL

を取り入れた授業・ブレインストーミング）
⑤ディスカッション／ディベート（ケースス
タディ／ロールプレイング等を含む）
⑥プレゼンテーション／課題発表（資料作成
に留まらず、学生に発表を課す）
⑦フィールドワーク（教室を離れて体験学習
や社会調査等を行う）
⑧実験・実習・実技（実験・実習・実技科
目）

2 ． 3 ．ΞΫςΟϒɾϥʔχϯάにΑるतۀ

ઃܭ

　ここで留意すべきは、アクティブ・ラーニ
ングを用いた教育改善とは、単に教員による
講義中心の授業形態を学生主体の学習形態へ
と変換すればそれで良いというわけではない
点である。授業中にグループワークやディス
カッションを行うための事前準備と、グルー
プワークなどによって学んだ成果をさらなる
主体的な学びへと結びつける事後展開の両方
があって初めてアクティブ・ラーニングは成
立する。
　平成24年度の中教審報告においても、次の
3つのステップを適切かつ有効に組み合わせ
て授業設計を行うことが望ましいとされてい
る。

・事前の準備…資料の下調べや読書、思考、
学生同士の議論。

・授業の受講…教員の直接指導、その中での
教員と学生、学生同士の対話
や意思疎通。

・事後の展開…授業内容の確認や理解の深化
のための探究、さらなる討論
や対話。インターンシップや
サービス・ラーニング10）　
などの体験活動。

　先に挙げた 8つの京女AL区分は「授業の
受講」に含まれる内容であり、「事前の準備」
と「事後の展開」をトータルに取り込んだア
クティブ・ラーニングまでにはいたっていな
い。特に、事後の展開に関しては教育分野ご
とに目指す先が異なることが推察される。ア
クティブ・ラーニングを活用した教育実践を
成功させるには、まずは各教員が 3つのス
テップの重要性を意識しながら分野に合わせ
た授業設計をしていくことになるであろう。
　また、大学教育改革の流れに沿う形で、日
本の大学図書館の環境整備が急速に進められ
ている点にも触れておきたい。リノベーショ
ンや新規建築をする大学図書館の多くは館内
に「ラーニング・コモンズ」という新しい学
習空間を確保する傾向にあり、学生同士で
ディスカッションやグループワークを行うの
に適した場づくりがなされている。アクティ
ブ・ラーニングとラーニング・コモンズは名
称も似ており相性は良いはずなのだが、学生
にコモンズを積極的に活用させるアクティ
ブ・ラーニングの授業設計を行っている教員
はまだ少ないのが現状である。
　その点、図書館司書課程は学びの対象自体
が図書館である。ラーニング・コモンズの有
無に関わらず、様々な教育分野でアクティ
ブ・ラーニングが円滑に行われるには、図書
館が有する資料・情報と新しい学習空間をど
のように活かすべきか理論面および実践面か
ら探究するときが来ている。
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　各種教育分野のアクティブ・ラーニングと
図書館活用という研究関心は今後さらに深め
ることとし、本研究では、まずは図書館員を
養成する図書館司書課程という特殊な教育分
野におけるアクティブ・ラーニングの設計を
試みる。先行研究には「児童サービス論」で
アクティブ・ラーニングを取り入れたものが
あるが11）、本稿は「図書館総合演習」を対象
とし、先に紹介したアクティブ・ラーニング
の 3ステップ（事前の準備・授業の受講・事
後の展開）と情報リテラシーの 4ステップ
（収集・整理・編集・発信）を融合させたプ
ロジェクト型授業として設計した。

3 ．౦ࢁʮਤ書ؗとҬʯϓϩδΣΫτ

3． 1．֓ཁ

　平成27年度後期（ 9月～ 1月）の図書館総
合演習の中で、東山「図書館と地域」プロ
ジェクトとしてアクティブ・ラーニングを実
施した。図書館総合演習は選択科目ではある
が、図書館実習を希望する学生は必修の科目
としている。そのため、平成27年度の授業目
標を次のように定めた。受講生 1人 1人が
「図書館と地域」という視点で地域の図書館
や当該地域の課題について調査し、既存の図
書館サービスを地域性に即したサービスへと
変革させるために何ができるか話し合いなが
ら、図書館の新しいサービスを提案すること
を目指す。
　具体的な地域は京都市東山区を対象とし、
東山図書館が力を入れている既存サービス
「東山文学作品リスト」（136冊）12）をベース
に、登場するエリアと作品を活用しながら東
山の歴史や魅力、地域課題を伝える冊子『本
から始める東山　京女生×地域×観光』を授
業の中で制作した。

　平成27年度の受講生は15名であった。受講
生には学期初めにアクティブ・ラーニングの
説明をしたが、学期中にその名称を用いるこ
とはしなかった。 1つのプロジェクトに取り
組むことで自ずと主体的な学習が生まれる授
業に設計した点が大きな特徴である。
　冊子編集は 3つのグループで分担し、東山
区の 3つのエリア（八坂、六波羅、清水）を
ゆかりの文学作品（計13作品）と合わせて紹
介する内容となった。各エリアのテーマタイ
トルと編集内容の特徴は以下の通りである。

エリア 1　八坂界隈（Appendix 1─1、1─2）
「八坂観光の裏にある中学校の謎」
　→ 地域課題をデータで紐解く

エリア 2　六波羅界隈（Appendix 2）
「東山×平安時代」
　→ 文献をもとに地域の歴史を掘り下げる

エリア 3　清水界隈（Appendix 3─1、3─2）
「歩いて・観て・食べよう　清水文学紀行」
　→ 地域の今を紹介するガイドブック風、

地域の人にインタビュー

3 ． 2 ．ΞΫςΟϒɾϥʔχϯάのཁૉ

　平成27年度図書館総合演習は表 1のように
設計した。受講生による主体的な学びを引き
出すアクティブ・ラーニングとなるように、
学習プロセスが受講生自身にも見えやすい情
報リテラシーのステップ（収集・整理・編
集・発信）を組み込んだ。文学作品を読んで
地域を歩いたり調査したりするテーマである
ため、学習環境が学内の教室に留まらず、図
書館や地域など学外へも広がっている点にも
注目してほしい。
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　図書館総合演習におけるアクティブ・ラー
ニングの要素は次の 5点である。アクティ
ブ・ラーニングの 3ステップに着目し、授業
の受講だけではなく事前の準備と事後の展開
に該当する要素を含めるように授業設計の段
階から心がけた。

・受講生の能動的学習によって得られた知識
の活用と応用を目指すプロジェクト学習で
ある。
・個々の受講生が調べた内容を持ち寄り、受
講生同士でディスカッションを行い、各エ
リアが現在直面している課題とは何である
かを自分たちで発見する。（事前の準備）
・大学図書館や公共図書館の地域資料、イン
ターネット上の情報、図書館員や地域の人
から得られた地域情報など、多様な種類の
情報源を駆使して学習を進めていく。
・受講生は「図書館と地域」という共通の視

点を持って、図書館がサービスする地域の
歴史や文化、現状について主体的に調べる
ことにより、当該地域に関する知識および
関心が深まる。

・学習成果である冊子はアクティブ・ラーニ
ングの実質化に繋がる。（事後の展開）

3 ． 3 ．期される教育ޮՌ

　アクティブ・ラーニングの手法がもたらす
教育効果を事前に想定すると次の 4点に集約
された。

・学生個人の能動的な学習（文献調査、情報
検索）と、学生間の積極的な協働（ディス
カッション、インタビュー、まち歩き、冊
子制作）により、体系的な学習を身につけ
ることができる。

・プロジェクト演習を通して、大学生が身に
つけるべきアカデミック・スキル（情報の

ද 1　平2þʮਤ書ؗ૯߹ԋशʯतۀઃܭ
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収集・整理・編集・発信）が磨かれる。
・東山にちなんだ作品を読み、図書館の地域
資料を用いて東山について調べ、実際に地
域を歩いてみることにより、地域性に即し
た図書館サービスに対する自分の意見を持
てるようになる。
・授業で制作した冊子は、学生自身の学習成
果であると同時にアクティブ・ラーニング
を取り入れた教育実践を可視化した教育
ツールでもある。次年度以降の図書館司書
課程科目におけるアクティブ・ラーニング
の教材として学生に還元することにより、
能動的な学習方法を学びやすくする効果が
期待される。

4 ．『ຊから࢝める౦ࢁ』੍࡞աఔ

　　ʢΞΫςΟϒɾϥʔχϯάのྲྀれʣ

　ここでは、情報リテラシーの 4ステップご
とに、学習内容の特徴と授業後に行った受講
生へのアンケート結果をまとめる。

4 ． 1 ．εςοϓ 1ɿใのऩू

　情報収集を丁寧に行うために、大学図書館
や公共図書館の地域資料、インターネット上
の情報、図書館員や地域の人から得られた地
域情報など、多様な種類の情報源を駆使した
（グラフ 1、 2参照）。
　その他、以下の作業を行った。受講生が読
了した東山文学作品および作中に登場する場
所は、Appendix4を参照。

・東山図書館の既存サービスおよび東山区の
特徴について学ぶ
・「東山文学作品リスト」より読みたい作品
を選び、読む
・選んだ作品をもとに、 3つのエリアに分か

れてグループを作る
・選んだ作品・作家について調べる
・関連するエリアの地域性（歴史、文化、課
題）について調べる

・まち歩き、インタビューの実施

4 ． 2 ．εςοϓ 2ɿใのཧ

　収集した情報を整理する際に、個人作業だ
けではなくグループ作業を取り入れた。ディ
スカッションをしながら情報の取捨選択する
ことで、編集ポイントが見えやすくなる。

・調べた内容を持ち寄り、グループ内でディ
スカッション

・写真やパンフレット、インタビューなど、

άϥϑ ௐࠪ࡞Ոɾ࡞　1

άϥϑ 2　ΤϦΞௐࠪ
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収集した地域情報の整理
・参考文献・参考サイト一覧の作成（冊子の
最後に掲載）

　情報の集め方や整理の仕方、統計情報の扱
い方、参考文献の書き方などは他の科目で身
につけたスキルを活かしていることが分かっ
た（グラフ 3参照）。

・図書館司書課程の科目
情報サービス演習、図書館基礎特論、情報
サービス論、図書館情報技術論、情報資源
組織演習、情報メディアの活用、生涯学習
概論
・情報分野の科目
情報リテラシー基礎・応用、情報コミュニ
ケーション
・それ以外の科目
視聴覚教育メディア論、日本史、歴史地理
学、心理学、犯罪社会学

4 ． 3 ．εςοϓ 3ɿใのฤू

　冊子原稿の執筆は、PowerPointを使って

行った。ステップ 2と同様、担当エリアの
ページ構成や執筆内容についてグループ内で
話し合う時間を取るようにした。

・作品と地域を紹介する冊子原稿の執筆
・グループ内で執筆内容の進捗報告および
ディスカッション

・担当した原稿の推敲、冊子全体の見直し

　授業後のアンケートによると、グループ・
ディスカッションへの参加度合いは、積極的
に参加して発言した（ 9名）、必要に応じ参
加・発言した（ 1名）、参加したがあまり発
言できなかった（ 5名）という結果となった。
　積極的なディスカッションができたグルー
プは少人数だった（ 4名）こともあり、誰か
が一方的に主張することなく、バランスよく
話せていた。役割分担が上手くでき、何をす
べきか全員が把握して互いの進捗も把握でき
ていた。
　一方、積極的なディスカッションが難し
かったグループはそもそもの人数が多かった
（ 6名）。話したいことをどのようにまとめる
か苦労した、人と話し合って協力して物事を
進めていくのが苦手という意見があった。そ
の他、積極的に発言する人が少なかったので
進行役が必要だったが、進行役が決まるとそ
の人に頼りきりになってしまったという反省
も見られた。

4 ． 4 ．εςοϓ 4ɿใの発৴

　ステップ 1から 3までの成果を授業内だけ
でプレゼンテーションするやり方はどの教育
分野の授業でも行われている。ただし、これ
は極めて内部的でインフォーマルな情報発信
であると言えよう。今回のプロジェクトは、

άϥϑ 3　तۀにཱͬたଞの科
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地域の図書館を想定して地域サービスを提案
するという性質上、地域の情報を正確かつ分
かりやすく伝えることに重点を置いた外部的
でオフィシャルな情報発信となった。

・冊子完成前の最終報告会
・冊子タイトルの決定
・印刷、完成

　アンケートで受講生たちに冊子制作のプロ
セスを振り返ってもらったところ、内輪の発
表ではない外部を意識した情報発信の難しさ
をプロジェクト終盤にかけて感じていたこと
が分かった。

・レポートのように文字ばかりの堅苦しいも
のにならないように心がけた。
・自分が見る側になった場合を考え、どんな
人でも親しみを持って見てもらえるように
説明文はやわらかく、少しくだけた感じに
するよう意識しながら作成した。
・冊子を手に取った人が見やすいように、デ
ザインやフォントの統一をするのに苦労し
た。

5 ．ಘられた教育ޮՌ

5． 1．ΞΫςΟϒɾϥʔχϯά

　学生個人の能動的な学習（文献調査、情報
検索）と、学生間の積極的な協働（グルー
プ・ディスカッション、地域の人へのインタ
ビュー、文学まち歩き、冊子制作）により、
「図書館と地域」をテーマにした体系的な学
習をクラス全体で進めることができた。
　これは授業実践前に想定していた範疇で
あったが、実践を経てより具体的に見えてき
たのが「座学で得た知識をもとに、積極的に

知識を活用していく学習環境を生み出そうと
する」アクティブ・ラーニングである。ス
テップ 2（情報の整理）でグラフ 3「授業に
役立った他の科目」が示したように、情報の
集め方や整理の仕方、統計情報の扱い方、参
考文献の書き方などに他の科目で身につけた
スキルを活かしていた。座学で学んだ知識を
用いるようにと教員が直接指導したわけでは
なかったため、学生自身がこれまでに蓄積し
てきた学びを自然に発揮できる学習環境を作
り出すことに成功したと言える。
　成功事例がある一方で、ステップ 3（情報
の編集）では、アクティブ・ラーニングに欠
かせないグループワークやグループ・ディス
カッションの難しさが浮き彫りになった。グ
ループの人数やディスカッションの進め方に
は改善余地があるものの、学生同士が意見を
出し合い、互いの主張をぶつけながら解決策
や提案を導き出すプロセスは、結果として能
動的な学習を促すこととなった。事実、グ
ループワークの成果はアンケート結果にも以
下のように表れている。

・手に取ってもらいやすい冊子にするにはど
うするか、たくさん話し合った。例えば、
デザインを京都らしくし、女性が好みやす
いイメージを心がけた。

・背景の色合いや文章の見せ方など、グルー
プ内でそれぞれに違いが見られたが、お互
いの良いところを認め合って譲り合い、
ページを作成することができた。

5 ． 2 ．ΞΧデϛοΫɾεΩル

　図書館総合演習のプロジェクト学習を通じ
て、受講生15名全員が「情報を収集・整理・
編集・発信する力」を伸ばすことができた
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（実感度100％：アンケート結果より）。スキ
ルアップの度合いが大きかったのは、ステッ
プ 1（情報の収集）とステップ 2（情報の整
理）であった。情報検索のスキルを駆使して
関連情報は豊富に集まったが、冊子の限られ
たページ上に全て載せることは不可能である。
アンケート回答にもあるように、有用な情報
を選択するためには根拠が必要となる。

・集めた情報量が多いため、いかに削ってい
くか悩んだ。情報を取捨選択し、ページに
何を載せていけば良いか考えさせられた。

　ステップ 1の情報収集では必ず情報源の書
誌情報やサイト情報を控えるようにし、ス
テップ 2の情報整理で各自の参考文献・参考
サイト一覧を作成した。最終的には、制作冊
子の最後に「参考文献・参考サイト」のペー
ジを作り、エリアごとに出典を明記して根拠
を提示した。
　このように情報リテラシーのステップをア
クティブ・ラーニングに融合させて授業設計
を行うと、学びのブロセスが明確となり、学
生自身もスキルアップを実感できる。

5 ． 3 ．教育࣮ફのՄࢹ化

　図書館総合演習のプロジェクトで制作され
た地元の文学作品とまち情報を合わせたガイ
ドブックは、これからの地域の図書館が地域情
報を図書館自身で編集し、発信していくことを
提案した学習成果物である。さらに、この冊子
自体もアクティブ・ラーニングを取り入れた
教育実践を可視化した教育ツールとなりうる。
　この点は、事後の展開を意識したアクティ
ブ・ラーニング設計とも関連する。大学の教
育改善で求められているのは、アクティブ・

ラーニングの実質化である。新しい教育手法
を授業の中で取り入れればそれで良いという
わけではなく、教員の側も授業成果が形と
なって残るような授業設計を行い、事後の展
開へと繋げていくことが望ましいと考える。
　本プロジェクトの場合の事後展開は、完成
した冊子が図書館司書課程のアクティブ・
ラーニング教材として次の受講生たちへと引
き継がれていく点にある。また、大学教育の
現場で学生たちによって編集された冊子で
あっても、内容が京都のことであれば、それ
は図書館の新しい地域資料となる。完成した
冊子『本から始める東山　京女生×地域×観
光』を京都市や京都府の図書館に寄贈すると、
学びの成果が地域へ還元されていく。

ý ．おわりに

　京都女子大学図書館司書課程の科目「図書
館総合演習」において、情報リテラシーの 4
ステップ（収集・整理・編集・発信）を組み
込んだアクティブ・ラーニングの授業設計を
行った結果、事前の準備・授業の受講・事後
の展開の 3ステップを欠くことなく体系的に
学習を進めることができた。
　このプロセスを講義中心の科目で同様に行
うことは現実的ではないが、演習科目や専門
科目にあっては、情報リテラシーを身につけ
ながら分野ごとの特徴を活かした学習成果を
生み出すアクティブ・ラーニング授業の設計
は比較的容易ではないであろうか。今後は、
他分野でも応用可能なアクティブ・ラーニン
グの教育プログラムを開発することを視野に
入れながら、理論面および実践面から大学教
育におけるアクティブ・ラーニング授業の設
計手法と教育効果についての考察をさらに深
めていきたい。 
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Ҿ༻จݙɾ注
1 ）これからの図書館の在り方検討協力者会議「司
書資格取得のために大学において履修すべき図書
館に関する科目の在り方について（報告）」文部
科学省、2009、p. 2．

　http://www.mext.go.jp/component/b_menu/
shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2009/09/16/ 
1243331_2.pdf（2016‒12‒1参照）．
2）平成27年度「京都女子大学 特色ある教育プロ
グラム」として採択された。事業報告として、第
21回FDフォーラム（京都外国語大学、平成28年
3 月 6 日）にてポスター発表「東山『図書館と地
域』プロジェクト：京都女子大学図書館司書課程
におけるアクティブ・ラーニング実践」を行った。
3）中央教育審議会大学分科会大学教育部会「予測
困難な時代において生涯学び続け、主体的に考え
る力を育成する大学へ（審議まとめ）」文部科学
省、2012、p. 4．

　http://www.mext.go.jp/component/b_menu/
shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/04/02/ 
1319185_1.pdf（2016‒12‒1参照）
4）中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部
会「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議
のまとめ（第 1部）」文部科学省、2016、p. 23．

　http://www.mext.go.jp/component/b_menu/
shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/09/09/ 
1377021_1_1_11_1.pdf（2016‒12‒1参照）
5）高大接続システム改革会議「高大接続システム
改革会議　最終報告」文部科学省、2016、p. 14．

　http://www.mext.go.jp/component/b_menu/
shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/06/02/ 
1369232_01_2.pdf（2016‒12‒1参照）
6）「active learning」という用語が初めて用いられ
たのは、アメリカの国立教育研究所（National 
Institute of Education）がまとめたレポート「Study 
Group on the Conditions of Excellence in American 
Higher Education」（1984）においてである。
7）アクティブ・ラーニングとは「教員による一方
向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動
的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総
称。 学修者が能動的に学修することによって、
認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験
を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問
題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、
教室内でのグループ・ディスカッション、ディ
ベート、グループ・ワーク等も有効なアクティ
ブ・ラーニングの方法である」（「用語集」『新た
な未来を築くための大学教育の質的転換に向けて　

生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学
へ（答申）』中央教育審議会、文部科学省、2012、
p. 37）
　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/

chukyo0/toushin/1325047.htm（2016‒12‒1参照）
8）教師主導ではあるが、講義だけでなく、学生の
書く・話す・発表するなどの活動もあるアクティ
ブ・ラーニング型の授業を指す。（溝上慎一 『ア
クティブラーニングと教授学習パラダイムの転
換』東信堂、2014）
9 ）京都女子大学「平成29年度シラバス作成要領」

p. 9．
10）サービス・ラーニングとは「教育活動の一環と
して、一定の期間、地域のニーズ等を踏まえた社
会奉仕活動を体験することによって、それまで知
識として学んできたことを実際のサービス体験に
活かし、また実際のサービス体験から自分の学問
的取組や進路について新たな視野を得る教育プロ
グラム」（「用語集」『新たな未来を築くための大
学教育の質的転換に向けて　生涯学び続け、主体
的に考える力を育成する大学へ（答申）』中央教
育審議会、文部科学省、2012、p. 38）
11）平井尊士、設樂馨「2014年度図書館におけるア
クティブ・ラーニングの試み─教育環境整備と司
書課程の取組─」『武庫川女子大学情報教育研究
センター紀要』No. 23、2014、pp. 10－9．
　坂下直子「児童サービス論におけるアクティブ
ラーニング：グループワークと全員参加型のルー
ブリックによるパフォーマンス評価」『京都女子
大学図書館情報学研究紀要』京都女子大学図書館
司書課程研究室、No. 3、 2016、pp. 135－146．
12）京都市東山図書館が作成した「京ひがしやま文
学散歩 2016年版」は作品数がさらに増え、作中
に東山が登場する148作品（一般書137作品、児童
書11作品）が紹介されている。冊子は館内で入手
できるが、図書館のホームページから作品リスト
と場所別索引（PDF）をダウンロードすることも
できる。
　http://www2.kyotocitylib.jp/?page_id=161（2016‒
12‒1参照）
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エリア 1　八坂界隈

作　品　名 作中に登場する場所

『エトランゼのすべて』　森田季節・著、庭・イラスト、星海社、2011 八坂神社周辺

『左京区七夕通東入ル』　瀧羽麻子、小学館、2009 祇園、花見小路

『いつか、僕らの途中で』　
柴崎友香、田雜芳一・著、田雜芳一・絵、ポプラ社、2006

祇園、八坂の塔、四条大橋

エリア 2　六波羅界隈

作　品　名 作中に登場する場所

『冥界伝説・たかむらの井戸』　たつみや章、あかね書房、2003 六道珍皇寺、冥界通いの井戸

『鬼の橋』　伊藤遊、福音館書店、1998
六道珍皇寺、旧五条橋（現
松原橋）

「水翁よ」（『京都宵』）　赤江瀑、光文社、2008 六道珍皇寺、六道の辻

『有頂天家族』　森見登美彦、幻冬舎、2007 六道珍皇寺、井戸

『からくさ図書館来客簿～名官・小野篁と優しい道なしたち』
仲町六絵、KADOKAWA、2013

六道珍皇寺、小野篁

『葛野盛衰記』　森谷明子、講談社、2009 六波羅蜜寺

『零崎人識の人間関係　戯言使いとの関係』　西尾維新、講談社文庫、2014 五条大橋

エリア 3　清水界隈

作　品　名 作中に登場する場所

『佳代のキッチン』　原宏一、祥伝社、2010 清水寺

『ポンチョに夜明けの風はらませて』　早見和真、祥伝社、2013 地主神社

『相棒』　五十嵐貴久、PHP研究所出版、2010 高台寺・月真院

「磯野家も真っ青の京都観光ガイド」（『しをんのしおり』）
三浦しをん、新潮社、2002

三十三間堂、清水寺




